
新潟県災害支援ナース

目標300名
R3.3.31現在

142名

写真：東日本大震災での新潟県災害支援ﾅｰｽ活動報告書より
お問い合わせはこちら

被災地での看護職交代要員や被
災者の健康を維持できるよう時に
は多様な支援チームと連携協働し、
継続的な医療ケア、自立支援、心
のケアで被災者を支えます。被災
地の医療施設や避難所等で必要と
される医療・看護活動を行います。

災害支援ナースとは、看護職能団
体の一員として、被災地にて自己
完結型の看護活動を行う看護師の
ことです。また被災地支援と共に自
組織における防災リーダーとしても
期待されています。

新潟県は中越地震、中越沖地震の
際に７県２５名の災害支援ナースの
派遣を受け、自県からも６７名を派遣
しています。東日本大震災では、５６
名の災害支援ナースを派遣し支援に
あたりました。

●

●

● 実

５年以上の実務経験と新潟県看
護協会主催の「災害支援ナース養
成研修」基礎・実践研修を受ける
必要があります。集合・Web研修に

て災害に関わる様々な活動ができ
る人材育成に力を入れています。

●

原則３年毎の登録更新研修を受講す
る必要があります。最新の災害医療や
看護に関わる知見を知り、柔軟な発想
や創意工夫で問題解決する実践的な
内容です。災害に対する知識・経験を
つなげ、様々な職場にいる災害支援
ナースとの仲間の輪がつながります。

● 録継続

● 為

頻発する災害。被災地支援や備え
る為のマニュアルやBCPの作成、訓

練、人材育成も急務です。新潟県看
護協会は、いつもの看護と心で、そ
の人らしい支援ができるよう研修をし
ています。みんなで備えて、支え合
い、つながることを大切にします。
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